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大 正 ・昭 和 初 期 に お け る神奈川 県営繕 技 術者に つ い て

LOW −RANKING 　OFFICIAL 　ARCHITECTS 　OF 　KANAGAWA 　PREFECTURAL

　　　　　　 GOVERNMENT 　IN　TAISHO 　AND 　EARLY 　SHOWA 　ERA

佐 藤 嘉 明
・

Yoshiaki　SA 　TO

Most　Japanese　vocationa1 　high　schools 　having　architecture 　course ．were 　established 　after 　1900
’
s．　In　Tai8ho　and 　early

Showa 　Era，　some 　of 　these　graduates 　of　architecture 　eourse 　beca皿 e　low・ranking 　official 　architects 　in　constructien 　division

of 　the　Kanagawa 　Prefectural　Government 　and 　some 　ofthem 　played　substantia1 　leaders’　role ．　Especially　just　af℃er　the

Great　Kanto　Earthquake　of 　1923 ，　they 　had　tO　werk 　hard　to　cope 　with 　enormous 　demands 　tO　construct 　public　buildings．

But　almost 　all 　these　 architects 　disappeared　namelessly 　in　the　history．　This 七hesis　shows 　some 　of 　these 　architects
，
　careers

and 　work8 ，　focusing　Matazo 　Naritomi　and 　his　subordinate8 ．

KeJ・vprords ’ Censtruetion　division（of 　the　Kanaga 　wa 　A ，efeetura ノ（fOvernment，

the　Great　Kanto　Earthquake．　 Matazo 　Naritomi

神 奈 川 県 営 繕組 織 　下 級 営 繕技 術 者 　関東 大 震 災 　成 富 又 三

Lov −
rankingofficiai 　arehitect 　s，

L 　は じめ に

　大正 か ら昭 和 の 初期 に お い て、神 奈川 県 で は 内務 部 土 木 課 営 繕係

（1908 〜1927 年 ）、内務 部営繕管財 課 （1927 〜1935

年）、総 務部庶務課 （1935 〜1938 年）にお い て 建 築営 繕業務

が執行 され て い た。1 ）なお 県 庁舎建築事 務所 が 1926 年 3 月 か ら

1929 年 5 月 ま での 間、臨時的組 織 と して 設 置 され て い る。2）
こ

れ らの 業務 に 従事 した 者 は、ご く少 数 の 高等官地 方 技師 と、建築技

手 も し くは 助 手 な どの 職 名 を も らい 、判 任 官 あ る い は 官 吏 と して 認

め られ ない 「雇 t を含 め た 下 級 営 繕 技 術 者 で あ っ た。

　 また こ の 時代 の 建築 は 設 計事務 所 に 委 託 す る こ とな く、す べ て 直

営 で設 計、積算、工 事監 理 を行 っ て い る。特 に関 東 大 震 災後 の 復 興

に お い て は 、膨 大 な業務 量 を執行 す る必 要 が あ っ た。そ して 主要 な

公 共建 築は、明治期の レ ン ガ造 か ら鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト造 に取 っ て 代

わ っ て い た。建築技手 達 の 大 半は、明 治期に 目本 各地 に設 置 され た

公 立の 工 業学校 や私立 専門学校 の 建築科 を卒業 した 者達 で、
．
そ の

一

部 はす で に壮 年期 に な り、所属組 織の 指 導者や 中堅技師 と して 活 躍

して い る。東 京 帝国 大 学 建 築 学 科 を 卒 業 し、高 等 官 と して 官 庁 営繕

組織 の 所 属 長 とな っ た 者 達の 経 歴 は 概ね 把 握 され て い る が、これ ら

実務部 隊 で あ る 建築技 手 達の 経 歴 実 態 は 必 ず しも 明 らか で は な い 。

　筆者 は、全員 で は な い が 神 奈川 県 に お い て、震 災 復興等 の 大 正 か

ら昭和 初期に活 躍 した 主 な 実務要 員 達 の 出身地 や 学歴 、ま た 手が け

た代表 的建築物 、そ して 特に 判任 官な が ら知 事の 側 近 と な り、建 築

営繕の リ
ーダーと して そ の 厳 しい組 織風 土 の 礎 を築 い た と され る成

富 又三 の 経歴 を 明 らか にす る こ と とす る。

2 ．　 大 正 ・昭 和 初期 の 神 奈 川 県 営 繕技 術者

（1 ） 営 繕技 術 者 の 俸 給体 系 と職 階

　大 正 ・昭和初期 の 神奈川 県職員 は 大 別 す る と高等 官 と判任 官、ま

た そ れ よ り下 の 「雇 」 な どか ら構成 され る が、文官 と技術 系職員 は

俸給体系 が 分 け られ て い る。技術 系に は まず 地 方技 師 と呼 ば れ る高

等官技 師用、高等官で は な い が 高 等官 同 等の 建 築技 師用 、判任官 以

下 と同 等 の 建築技 手用 の 3 種 類 が用 意され て い る。3 ）

　 ま た 高 等官 ・判任 官の 区分 と建 築技師 ・技 手の 区分の 相 関関係 は

必 ず し も
一

致 して お らず 、後 述 す る 成 富 又 三 の よ うに 判 任 官 の 建 築

技 師 が 高等 官 を部 下 に す る こ と も あ り得 た。勿 論 工 業 学 校 卒業 者 で

高 等 官 に な れ る者 は 極 め て ま れ で あ り、た と え高 等 官 同等 の 建 築 技

師の 称号 を 得 られ た と して も必 ず 高等官 に な れ た わ け で は な い 。

（2 ）営 繕技術者の 人 数 の 変 遷

　神奈川 県立 公 文 書館所蔵 の 神 奈川 県職員録 は、震 災 と戦災 に よ り、

各年で 保 存され て い ない 。以下 は 現存す る もの か ら見 る関東 大震災

を挟む 大 正 か ら昭 和初期 営繕 技師 達の 人数 の 変遷 で あ る。

　 1913 年 10 月 「建 築 工 師」 八 島震 と 「雇」 成 富又 三 の 2 人

　　　　　　　　 の 存在 は 分か る が、そ の 他不 明
4 ＞

1920 年 10 月

1923 年

1924 年

1926 年

1928 年

1930 年

月

月

月

月

月

3555

【
0

　 17 人

　 31 人

　65 人

122 人

　76 人

　22 人

1922 年 　2 月 　 18 人

1924 年 　3 月 　 61 人

1925 年 　2 月　 79 人

1926 年 11 月 132 人

1929 年 　9 月　 25 人

1931 年 　6 月 　 10 入

1
  か なが わ 住 ま い ・まちつ く 引勗会 　専務理事 Executive　Director，　Kanagawa 　Housing ＆ Community　Developrllent　Associatien
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　 1937 年 　6 月 　 19 人

注 ：以 上の 数 字に は 、建築事 務嘱託 の 岡 田信
一

郎、内藤多仲、周 継 撮、顧 問

の 佐野利器 は 含 んで い ない 。

　震 災 の あ っ た 1923 年 9 月 以降人 数 が 増加 して い る の は 建 築需

要 に応 じて 当 然 で あ る が、復興 事 業の 終 わ っ た 1929 年
一

挙 に減

員 さ れ て い る の も 目 を 引 く。大 正 中期 か ら、神 奈川 県は 財源 難か ら

人 員 削減 が 基 調 方 針 とな っ て い た。5 ）
当 時 県 職 員 は 縁故採 用 に よ っ

て い た が、建築技術者に つ い て もそ の 雇 用 と解雇 は極 め て 弾力的 に

な され た こ と が 分か る。

3 ．震災復興 事業功 労者

（1 ）震 災復興 事業功 労調

　 1929 年 2 月 6 日付 け で 復 興局長官 か ら、知 事宛 に 「帝都 復興

事 業 関係 功 績調 査 二 関ス ル 件」 と して 、「帝都復興事 業関係者 ニ シ テ

功 績特 二 顕 著ナ ル 者 二 付 別 紙 調 査 要綱 二 依 リ御調査 相 成度 此段及照

会候 也 亅 の 通 知 が あ っ た。功 労者 の 定 義 に つ い て は こ の 通 達に 付属

す る要綱 に 「復 興局職員及 東京府、東京 市、神奈川 県、横 浜市 ノ府

県市職員 ニ シ テ 当該 関係職 員 トシ テ 1 年 以上 直接復 興事業 二 従事 シ

功績特 二 顕著ナ ル 者」 と定義 さ れて い る。

　 幸 い に も、県が 復興局 に 提 出 し た 功労者 名簿 とその 功 労内容や履

歴 が 記載 され た 「震 災復 興事業 功労者調 」 が 神奈川 県立 公 文書館 に

保 存 され て お り、大 正 か ら昭和 初期 に活 躍 し た 判任 官以 下の 建築技

術 者 の 詳 細 な 経歴 を見 て 取 る こ とが で きる 。

　 なお 「直 接復興 事 業 二 従 事 シ 」の 定義 は 次の とお りとな っ て い る。

1 ） 復興 事 業費 貸付 金 及 復興事 業費補助 ヲ 受 クル 事 業 二 直接 シ タル

　　 者

2 ）警視 庁及神奈 川県 ノ職 員 ニ シ テ防火 地区建築補助 ノ事務 二 直接

　　 従事 シ タル 者

　 従 っ て 、こ の 時 期最大 の 事業 たる 県庁舎 改築工 事 は 国 か らの 助 成

措置が 上 記 の 1 ） に 該 当 し ない ため、復興 事業功労 の 対 象 か らは 外

され て い る。6 〕
神奈 川県 で は 総数 で 122 人 を推薦 して い る が、建

築関係 で は 内 務部 営繕 管財 課か ら 39 人 （建 築技術者 36 人、電 気

技術者 1 人、土木 技術者 1 人、事務 職 1 人 ）、当時市街 地 建築物 法 に

よ る建 築行政 を所管 し て い た 警察部建 築工 場 監督課 か ら 44 人 （建

築技術 者 23 人、事務職 等 21 人） と全体の 約 7 割 を占め て い る。

　本稿 で は営 繕工 事担 当 を主題 と して い る こ とか ら、営繕管財課 所

属 の 建 築技術 者に絞 る こ とと し、建築行 政担 当に っ い て は別 途論 じ

た い 。

（2 ） 「震 災復興 事業功 労者調 」 に よ る建 築技 手 等 37 人 の 学歴

　 名前 　　 　生年

成富又 三 　 1881

内海 清隆 　 1893

大谷 清定 　 1895

末永 栄之丞 1895

藤沢 包太郎 1901

渡邊 元 四 郎 1893

山村真 平　 1895

成 富久治 　 1897

青木 　 舜　 1898

杉 山 準 三 　 1898

出身

佐賀

東京

新潟

鹿児 島

東京 市

神奈川

静 岡

佐 賀

静 岡

神 奈 川

　　 最終 学歴

佐 賀県 立工 業学校 （M37 ）

築地 工 手 学校 （M44 ）

築 地工 手 学校 （T7）

鹿 児島郡 立工 業学校 （M44 ）

築地 工 手 学校 （T7）

東京 王 科学校 （T6）

築 地 工 手 学校 （T9）

日 大 高等 工 学校 （T14）

東 京 工 科学校 （T9 中退 ）

田方 郡立 農林 学校 （T2）
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吉 田鈑太郎 1900

請地亨之介 1904

朝倉道徳

吉岡富蔵

前 田壽
一

藤生 　満

中村綱吉

関

高岡金次

石村 　忠

松元 順
一

村上 義
一

中山新
一

宮原 景美

今井静夫

森山重義

19031897189919041904

初三 郎 189518981905190719071907191019071904

祁答院利光 1903

和 田順三 　 1887

繁野繁造　 1897

内 田蔦二 　 1885

松本 末太郎 1888

村上 　忠

萩野房太

服部勝一

貝 塚良雄

有村 　繁

大森 　幹

注 ：

（

190118981907190018951907

川

川

川

　

　

　

山

　

　

　

島

　

川

島

川

島

島

川

　

　

　

　

　

川

川

島

川

奈

奈

奈

重

根

馬

歌

島

葉

口

児

媛

奈

児

奈

児

児

奈

重

山

田

本

庫

奈

奈

児

奈

神

神

神

三

島

群

和

福

千

山

鹿

愛

神

鹿

神

鹿

鹿

神

三

岡

秋

熊

兵

神

神

鹿

神

神 奈川県 立横 浜第二 中学校 （T6 ）

神奈 川県 立 工 業学校 （T11 ）

中央工 学校 （T13 ）

東京 高等 工 芸 学校 （S4）

島根 県立 松江 工 業学校 （T5 ）

東京 帝国大学 （S2）

和歌 山県立 和 歌山工 業学校 （Tll）

中央 工 学校 （TIO）

東京 商工 学校 （T13）

神奈川 県立 工 業学校 （T13）

鹿児 島県立 工 業学校 （T14）

愛媛 県松 山 工 業学校 （T14＞

神奈川 県立 商 工 実習学校 （T14）

鹿児 島県立 工 業学校 （Tl4）

神奈川 県立 工 業 学校 （T14）

鹿児 島県加治 木工 業学校 （T10 ）

鹿児 島県加治木 工 業学校 （TIO）

築地 工 手 学校 （T3）

日 大高等 工学校 （T12）

名 古 屋 高等 工 業 学校 （M41 ）

秋 田 県 立 秋 田 工 業学 校 （M42 ）

熊本 県 立 工 業 学校 （T10）

中央 工 学校 （T10）

神奈川 県 立 工 業学校 （T11）

神奈川 県立工 業学校 （T6）

築地 工 手 学校 （T7）

中央 工 学校 （T15）

　　事務職 と 土 木職各 1 名 は除外 し て い る。学校名 は 経歴書記 載の ま ま。

　 ）内の 数 字 は卒 業年次 を示 し 、M は明治、　 T は 大正、　 S は 昭和を意味す る 。

　（3 ） 略 歴 の 特徴 等

　 これ ら技 術職 員 は 出 身 地 をは じめ と して、そ の 経歴 も民 間、軍関

係勤務 な ど極 め て 多種 多様 で あ る。長 期 に わ た っ て 県職 員 と して 勤

務す る者 は む しろ 少数派 に 属す る。こ の 調書 は 1929 年 6 月 8 日

付 け で あ る が 、こ の 時 点 で すで に 1 人が 死 亡 し、9 人が退 職 し て い

る。7）
最終学歴 は 公 立 の 工 業学校 出身 17 名 と私立 の 専門学校等 の

建築課程 を 修 了 した 者 15 名 の 両者 で 全 体の 約 9 割 を占め て い る。

　ま た 東京 帝大卒の 藤生 満 が 技 手 と して 、卒業 直後 の 1927 年 4

月 か ら 29 年 の 7 月 ま で 勤務 して お り、構造 を 担 当 した と記 載 され

て い る。そ の 後 名 古 屋 市 役 所、満州 国国都 建 設 局 に 勤務 し、戦後 は

戸 田 建 設 に行 き 常 務取 締役 に な っ て い る。8 ）
なお 、藤 生 の よ うな 東

京 帝 大 出 身 の 技 手 は、職 員 録 上 ほ か の 技手 と 区別 で きな い が、俸給

面 で は 格段 に厚遇 され て い る。9 ｝
内 田 蔦二 は朝鮮総 督府 を経 て 、1

924 年か ら 27 年 ま で神 奈川 県に 3 年 間勤務す る。彼 は高等 官 7

等 で あ るが 技手 で ある。内 田も構造 を担 当 して い た。1 ω 成 富久治

も全般 に 渡 っ て の 構造 を担 当 し て い る。なお 成富 又三 との 親族 関係

は 、両者 の 経歴等 か ら見る 限 りない よ うで あ る。

　村松 貞次郎氏 は 明治期 の 建 築教 育機 関 とし て 、東京帝 国大学、東

京 と名古 屋の 高等 工 業学校、そ し て フ ォ ア マ ン 養成所 として の 築地

工 手学校 を挙げ、県立 工 業学校 に は 触れ て い ない 。ln し か し 上記

の 経歴 か ら、大正 か ら昭和初 期 に か けて は 、公 立 の 工 業 学校や 民 間
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の 専門学校 卒業者 が有 力な 実務 部隊 とな っ て い る こ とが 分か る。

（4 ）神奈川 県 立 工 業 学校 の 場 合

　 工 業学校 は 1899 年 2 月 に制 定 され た 「実業 学校令」 （勅 令第 2

9 号 ）と 「工 業 学校規程 」（文部省 令第 8 号〉を基礎 法令 と し て い る。

こ の 法令措 置以 降 の 1900 年代、各地 に 工 業学校 が 設 置 され、そ

れ ま で の 職 工 養成 を主 眼 と した徒 弟学校 の 多 く が工 業学校 に 昇格 し、

さ らに は 木 工 科が建築科 に 名称変 更な どして い る。12 ）

　 神奈 川県立 工 業学校 の 設立 は 1911 年 5 月で あ るが、1910

年 の 全 国公 私 立 工 業 学 校 は 36 校 あ り、全 国 で 37 番 目 ぐ らい と 同

校 70 年 史 は 伝 え て い る。13 〕
しか し神 奈川 県 に 工 業学校 を設 置 す

べ き との 議 論 は、す で に 1903 年 に、市原 盛宏横 浜 市長 が 工 業振

興 政 策 の 一
環 と して 提 唱 して い た。そ し て 県 は こ の 意 見 を受 け 入 れ 、

1907 年か ら 3 年連続 して 県会 に 建設 費予 算 を上程 した が 、郡 部

出 身議員 の 反対 で い ずれ も 否 決 され て い る。14 〕

　 1909 年 11 月 の 県会 本 会議で、建設 反 対 派 の 出 口 直吉議 員は

「本県 は横浜 市 を 除い て は 農業本位の 県 で あ る 。 そ れ なの に農 業学

校の 入 学者は き わ め て 少 数で あ る。工 業学校 の 生徒は どの よ うな県

民 の 子 弟 を 入 学 させ 、予 定 人 員は 何 人 か 1 と質 問 し、当 局 の 鈴 木 属

は 「工 業 学 校への 志 願 者 の 有 無 は、学 科 に 関連 す る職 業 に 従 事す る

者 の 子弟 の 数 を基礎 にすべ きで 、金銀 工 行 に従事 す る者 が 149 名、
造船 は 12 箇 所 も あ り、家屋 の 建 築 に 従 事 す る 者は 178 とな っ て

い る。当面 生 徒 は機械 科が 120 人 、建 築科 は 60 人 が適 当 と考 え

る。」 と回答 して い る。（筆者要 約）
15 ｝

工 業学校の 建設 問 題 は、商

工業 を 重視す る都 市サ イ ドの議員 と農業を 重 視す る 郡部出身議員間

の 政争の 具 とな っ て い た。

　 1910 年 ユ 2 月 県 会 で よ うや く工 業学校建設 費予 算が 通 過 し、

我 が 国最初期 の 工 業 学 校 た る福 岡 県 立 福 岡 工 業 学 校 長 で あ っ た 杉 本

源 吾 が 初代 校 長 と して 任 命 され た。1 ω
開校 初 期 段 階 で は 万 事 が 杉

本 の 前 任校 で あ る福 岡 工 業 をモ デ ル に した た め、内 輪 で は神 奈川 県

立 福 岡 工 業 学 校 と呼 ん で い た と言 う。17 ）

　明治 期 に お け る工 業学校で の 木 工、建 築科の 教育内容 は地 場 産業

の 状況 に対応 し て
一
律 的な もの で は な い 。18 ）

しか し神 奈川 県工 業

学校 の 当初 の 課程表 に は、構造 強弱論、建 築材料、意匠図 案 と い っ

た科 目が 見 られ 、且 9）
職工養成機 関か ら脱皮 し、近 代的建 築技 術者

養成機 関 へ とすで に進 化 し て い る 様子 が 分か る。そ し て大 正 期に入

る と明 確 に こ の 路 線 が 進 行 して い っ た。2 ω

　 同 時 に 私 学の 専門 学 校 に つ い て も、明 治 期末 に は 築地 工 手 学 校 の

ほ か に、東京 商工 学校 （1903 年 、現埼 玉 工 業 大 学 ）、東 京 工 科 学

校 （1908 年、現 日本 工 業 大 学 ）、中 央 工 学 校 （1909 年 ） が 開

設 され、建 築技術者を 送 り出 して い る。21 ）

（5 ）震 災復興功 労対 象 と して 記載 さ れた 主 要建 築
22 ｝

写真 1　 県立 商 工 実習 学校 写真 2 県立 工 業学 校

出典　写 真 1 は 「神奈川 県立 商工 高等学校 60 年記念誌」、写 真 2 は

　 　　 「神工 70 年 史」

写 真 3 　 県立 高等女 学校 　　 　　 　 　写真 4　 県立 横 浜第 1 中学校

出 典　写 真 3 は 「県 立 平沼 高等学校 百 周年記念 誌」、写 真 4 は 「神 中・

　 　 　神高 ・希望 ケ 丘 高校百 年史i

写 真 5　 県 立 女子 師範 学校 　 　成 富道浩 氏 提供

（6 ） 各工 事 の 概 要 23 ）

  県 立商工 実習 学校

本 館棟 　RC 造 3F 　 5 ，157  

総 工 費 　 544 ，644 円　 竣工

担 当 者 　チ
ー

フ 　成 富 又 三

　 　 　　内海 清隆 　藤沢 包太 郎

　 　 　　高岡 金次 　石 村忠

  　県 立 工 業学校

全館木 造 モ ル タル 仕上 げ 2F

総工 費　240 ，500 円　竣工

担 当者　チ
ー

フ 　成富又 三

　　　　大谷 清定　末永栄之 丞

  県 立高等女学校

全 館 　 RC 造 3F 一
部 平 屋 　 5 ，

総 工 費　489 ．050 円　竣 工

担 当者 　 チ
ー

フ 　 成 富 又 三

　 　 　　大 谷 清 定　末 永栄 之 丞

　　　　繁野 繁造

  県立 横浜 第
一

中学校

全館木 造 （書庫の み RC ） 6 ，

総工 費 　222 ，512 円 　竣 工

担 当者 　チ
ー

フ 　 成富 又三

　 　 　　渡邊 元 四 郎 　 山村 真 平

  県 立 女 子 師 範 学校

本 館 棟 　RC 造 3F 　4 ，918  

総工 費 　645 ，575 円 　竣 工

担 当者 　チ
ー

フ 　成富 又三

　 　 　　大谷清 定　末 永永 之 丞

そ の 他 S 造 1F 　 2 ，770  

1927 年 11 月 （工 木 社）

渡 邊元 四郎 　 山村真 平　成 富久治

面 積 不 詳

　 　 1927 年 11 月

請地享 之 介　繁 野繁 造 　内 田 嶌二

962  

　 1929 年 3 月 （久 良木 組 ）

成富久治 　吉 岡 富蔵 　関初三 郎

355  

　　 1929 年 1 月

請 地 享 之 介 　吉 岡 富 蔵 　村 上 忠

そ の 他 木 造 　 5 ，370  

1927 年 3 月

請地 享之 介　関初三 郎 　和 田順 三
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4 　 神奈 川県営繕 組織 を支 えた成 富又 三

　 前節 の 震 災復興 各建築 の チ
ーフ で あ り、ま た そ の 峻烈 な部 下 や 施

工 業者 へ の 指導 が、言 わば伝説 とな っ て い る
24 ）成 富 又 三 と は い か

なる 人物 で あ っ たか 。彼 は震 災復興 事業ば か りで な く、大正 か ら昭

和初 期 に お い て 直 営設計 で行 われ た神奈 川 県の 主要 公 共 建築全 般 に

わた っ て 技術 力の 高 さを示 した 県営 繕組 織 の 中心 入 物 で あ る。

写真 A 　成 富又 三 　　成 富道 浩 氏 提供

　（1）成 富又 三 の 経歴

　 成 富又 三は 1881 年 4月 16 日に、佐賀県佐賀郡福 富村大 字福

富 下 分 96 番 地 （現 在 は 杵 島郡 ）で 父 ・道 輔、母 ・ユ ウの 三 男 と し

て 生 ま れ た。出 自 は佐 賀藩鍋 島 家 に仕 え る下級 士 族 で あ っ た。成富

は 93 年 に福 富 尋 常高 等 小 学 校 を卒 業 して か らシ ジ ミ売 りをす る な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　マ
ど して 貧 しい 家計 を援 けて い る。25 ）　 1898 年 に 勧興 高等 で 台湾

語 学 を 2 年 専攻 して い る。25 ）　 1900 年 に 佐賀 県工 業 学校木 工 科

に 入 学す る が、こ の 時点 です で に 19 歳 で あ っ た。翌年 学校名 は佐

賀県 立工 業学校 と な り、成富 は 造家科 に 編入 さ れた。

　 さ らに 成績優 秀 と い う こ とで 、翌 1902 年 12 月か ら 1903

年 7 月 に か けて、大阪 市へ建築 技術修得の 県費派 遣研 究生 に 選抜 さ

れ て い る。27 ）
そ して 、学 校 に は戻 らずそ の ま ま 同月 13 日 付 け で

岡 山 県 第一
部 営 繕 係 に 助手 と して 採 用 され た。翌 1904 年 4 月 1

0 日 に は在 勤の ま ま 卒業 が 認 め られ て い る。28 ）

　 1907 年 11 月 に香 川 県 に移 り、土 木 技 手 と して 勤務 して い る。

翌 1908 年 9月 に は 鹿児 島県 に 工手 と して 、内務部 第二 課 に配属

され て い る。1912 年 12 月 に技手 に 昇格 し、内務 部土木課 に移

る。この 年 の 1月 に 成富 は最初の 妻 「市成則子 J と結 婚 し て い る。

なお 則子 は 21 年 10 月 に 28 歳 の 若 さで 早 世 し て い る。そ して 翌

22 年 11 月 に 「中 山ギ ン 」 （神奈川 県都 筑郡 中山村 出身、現在 の 横

浜 市緑 区 中 山 ） と再 婚 し、三 男
一

女 に 恵 ま れ る。し か し こ の ギ ン に

も戦 後 の 1950 年 1 月 に 先立 たれ て い る 。な お成 富 は 職 場で こ そ

厳 し い 男 で あ っ た が 、家庭 で はや さ しい 父 親だ っ た との 親 族の 証言

が あ る。29 ）

　 1913 年 6 月 10 日付 けで 、鹿児 島県 か ら出向 の 形で 神奈川 県

内務部土 木 課 に勤務す る こ と と なる。こ の 日付は、宮 内省 の 片 山東

熊 の 設 計 に よ り、壮麗 な ル ネサ ン ス 様 式で 後 に関東大 震災 で焼 失 し

た 第3 代神 奈川 県 庁舎が 開庁 し たそ の 日 に 当た る。3 ω

　配 属 され た 土 木課 で の 建 築 職上 司 と し て は、宮城県 出 身の 高等 官

で 「建 築工 師」 の 職名 を持 つ 八 島震 が い た。こ の 時点 で 成富 は 32

歳 の 働 き 盛 りで 、有能 な 仕事 ぶ りか らめ きめ き と頭角 を 現 して い っ

た も の と思 わ れ る。14 年 に は 賞勲局 か ら大 正 天 皇即位 を記 念す る

大 礼 記 念 賞 が 下 賜 され た。上 司の 八 島 が 16 年 7 月に 鹿 児島県 に転
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出す る が、31 ）
そ の 後土木 課で 成 富の 上席 に つ く建 築技術者は お ら

ず 、実質 の リ
ーダー

とな る。

　 ま た 16 年 の 1月 か ら 7月 に か けて 、東 京 高 等工 業学校 に お い て

　「鉄 筋 コ ン ク リ
ー

ト家屋 構 造 」科 目を 聴 講 生 と し て 学ん で い る。32 ｝

　 1919 年 12 月 に は 技 手 な が ら 「建 築技 師 1 の 職名 が 与 え られ

た。即ち 、俸給表上 は 高等 官並 が適用 され る。そ して こ の 年 の 9 月、

成 富は神 奈川 県匡済会 「横浜 社会館 1 の 設 計 に あ た っ て い る。（写真

6）大正 期の 米 騒 動 な どが 起 こ る社 会不安 の 中で、今 日で い うホー

ム レ ス 労働 者の 収容施 設 で あ る。県が ペ デ ス タル 杭 を使用 し た本格

的鉄 筋 コ ン ク リ
ー

ト造建 築の 最初期 の もの で あ る。

　 ま た軟 弱 地 盤 対 策 を含 め て 、成 富は 佐野利 器 に技術 的支援 を仰 い

で い る。佐 野 は 匡済会 の 顧 問 で あ り、社会館 の 企 画 に 当初 か ら参 画

して い た。「横 浜 社 会 館 」は 佐野 が神 奈川 県職 員 と交 流を 持 っ た最 初

もの と して 特 筆 され る。33 ｝

　 神奈川 県庁舎 は 1923 年 9 月 1 日に 関東 大震災 に見舞 われ る が、

この 頃成 富は す で に知事 の 側近 とな っ て い る。時 の 知事は 24 代安

河 内麻吉 で あ るが、震 災当 目の 夜 は、伊勢 町に ある知 事官舎 も焼 け

て し まい 、官舎 前庭 で 野 宿 す る。その 時知 事 を取 り囲 み 善後 策 を 協

議 した幹 部 と して 、内務部 長、官房 主事、高 田土木課 長、成富建 築

技師 ら数 人 と横 浜震 災誌 は 記録 し て い る。34 ）

　 そ の 後 の 震 災復 興 の ため の 膨大 な建 築需 要に、成 富は 強力 な リ
ー

ダーシ ッ プ を発揮 す る こ とに な る。最初の 仕 事は、仮 庁舎 を横浜 市

西 区岡野 町に 木 造で 建設す る こ とで あ っ た。一月半 の 突貫 工 事 で、

木造 平屋約 7 ，800 平方 メ
ー

トル を 1924 年 6 月 に 工 費約 30

万円 で 完成 させ た。35 ｝仮庁 舎で の 仕 事は 多忙 を極 め、臨時雇 い の

工 手 を含 め建築技 術系職 員は 150 人を超 えた とい う。そ の 任 用 も

成富 が取 り仕切 っ た。で きの 悪 い 職員 は即 座 に 馘 首 した と い う。3 ω

　 1926 年、神奈川 県 は震 災で 焼失 した 庁舎 を 再 建す る た め、そ

の デザイ ン を公開 コ ン ペ で 募 集す る こ と と した。こ の 経緯 に っ い て

は 拙論 「建 築家 ・
小 尾嘉郎 の 経歴 と建築活 動 に 関す る 研 究 」

37 ）
で

述 べ て い る。こ の 年 の 3 月 5 日に 県庁舎 建築事務 所 が 組 織 され 、成

富は 所 長心 得 とし て コ ン ペ 業務 を取 り仕切 っ た。こ の 時期、成 富は

県庁舎建 築事 務所 と土木 課建築係 を兼務 して い る。6 月 に コ ン ペ が

終 丁 し、7 月 80 に コ ン ペ 業務担 当者 10 名 に特別 賞与 が 出され た

が、成富 は 最高額 の 200 円 （最低 25 円 〉を受け 取 っ て い る。3 ω

　 同年 7 月 14 日の 辞 令 で、成 富 は 県 庁 舎 建築 事 務所 長心 得か ら 同

事務所の 参与 と な り （所 長 は 警察部 建 築 課 長 の 鳥 井 信 が兼 務拝命）、

技手 以 下 は 新規採用 に よ っ て、総 入 れ 替 え と な っ て い る。さ ら に堀

切善次郎知 事は 、横 浜 市 内の 震 災 復 興 事業 各 営 繕 工 事 につ い て 既決

予算 の 2 割 内外 を残 余 させ よ と命 じ る。こ の 成富の 人 事 と既 決予算

残余 命令 は、県議会参 事会 で紛 糾 を 呼 ん だ。1926 年 7 月 17 日

　　　　　　　　　　　マ　　　　マ
付 け の 横浜 貿易新報 は 「解 し兼 ぬ る ・・人事の 異動 」 との タ イ トル

で 「新 たに 吏員 を雇 用 したの は 予算 削減 を命 じて い る趣 旨に反 して

い る。従 来か ら土木課建 築係 は 好成 績を 挙げて お り、同 係 を侮辱 し

た こ とに な る。」 と参 事 会 議 員が 堀 切知 事 を攻 撃 し、当局 は 「こ れま

で は 岡野 町 の 仮庁 舎で 事 務 が とれ た こ と も あ り、一
時成 富技 師 に 所

長心 得 を 命 じ た が、今後 の 実 施 設 計 は 庁 舎 工 事 敷 地 内 で 行 うこ とに

な り、多忙 な 成 富 技 師 か ら余裕 の あ る 鳥井氏 を 所長 に した もの で あ

る。」 と 回 答した こ と を伝 え、「庁 内 に は 成富技 師の 技術 家の 経験 も

手 腕を推 奨す る もの が 少 な くな い 。」 と結ん で い る。こ の 後 成富 は土

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

木課 で 震 災復興 工 事 に専念す る こ とに な る が、既決 工 事費 2 割減額

と言 う荒技 は 、成 富の 力 な くし て 実行 困 難 と知 事 は判 断 した の で あ

ろ う。そ し て 佐野 利器 が 岡田 信
一

郎に 替わ っ て 、26 年 8 月 2 日付

け で 県庁舎 建 築事 務所顧 問 とな り、そ の 指揮 下 で 新 県庁 舎 の 実施 設

計が 進 ん で い っ た。

　 成富 は 1926 年 1 月 に 日本建築学 会の 正 員 とな っ て い る。当時

入 会に は正 員 2 名 以上 の 紹介 や資格詮衡 委員 会の 審査 が 必 要 だ っ た。
39 〕佐野 が 成 富の 学会 入会 に関与 した 可能性 も考 え られ る。ま た 成

富は 対 プ レ ス の ス ポー
ク ス マ ン で もあ っ た。4 ω 従 っ て そ の 多忙 ぶ

りは 大変 なもの が あ っ た ろ う。彼 は 県 の 仕事以 外に も、「神奈川 県畜

産 共進会事務 委員 （1917 年 ）」、　 「農 商務省植物 検査所 事務嘱託 （1

918 年）」、「神奈川 県匡済会 委員 （1919 年）亅、「目 本赤十字神

奈川 県支部事 務委員 （1924 年 ）亅、「大 蔵省営 繕管財局横 浜 出張 所

神奈川 県揮発 物貯蔵 庫建 築事務 嘱託 （1925 年 ）」 とい っ た 外部機

関 の 業務 も特 命 され て い た。41 ）また、当時県 には 5 台 ほ ど乗用 車

が あ っ たが、その 内の 1 台が 運 転手付 きで ほ ぼ成 富の 専 用車 と して

使用 す るこ とが許 され て い た と言 う。42 ）

　 成 富の 指揮 の 下 に建設 され た主要な もの と して、加 賀町 警察署 （写

真 7 ）、戸部警 察署 （写真 8 ）、県立 金 沢文庫 （写真 9 ）、日本赤十字

枇神奈川 県支部 （写真 10 ）等 が あ り、県立 武道館 （写真 11 ） の

設計 が県職 員 として 最後 の 仕事 とな っ た。特 に加賀 町 警察 は、当時

の 新聞 は 「東洋一の 加賀 町 署」 との 見出 し で そ の 落 成式 を大 きく伝

えて い る。成 富は 式典 で 工 事報告 を行 っ て い る。43 ）

　 この 間 の 厳 しい 成富の 仕 事ぶ り として、気 に 入 らない 図 面に は 直

接 赤鉛筆 で 手 を入 れた。平 日残業や 日曜 出勤 も当然 の こ と として 命

ず る。そ して 「仕事 は 教 えて もら うもの で は な く、盗 む もの だ。」 が

口癖 だ っ た。44 ）
言 わ ば、大 正 ・

昭 和 初期の 神 奈川 県 営繕組織 は 成

富建 築設計 事務所 の 体 をな し て い た の で あろ う。

　 成富は 1936 年 （昭和 11 ） 6 月 1 日付 けで 神奈 川県 を退職 し

た。そ の 時点 で 年 俸 は 2 、500 円、退職賞 与 は 1 、250 円 だ っ

た。45 ｝ し か し 建 築技 師の 職名 で 高等 官 に 近 い 処遇 を受 けた が、高

等官 に は な っ て ない 。退職 時 55 歳 で あ る か ら、当時 とすれ ば 定年

まで 勤 めあげ たわ けだが、む し ろ珍 しい ケース で ある。

　 その 後、成富 は 鶴見 区馬 場町 に 「成 富建 築事務所 」 を開設 して い

るが、46 ） どの よ うな設計業 務 を したの か は 判然 として い ない 。戦

後は こ の 事務所 も た た み 、鶴見 区東 寺尾 で 町 内会長 を す る な ど して

晩年 を過 ご し た。そ して 1955 年 1月 20 日大腸癌 で 亡 くな る。
47 ）享 年 73 歳だ っ た。保 土ヶ 谷区 の 久保 山 墓地 で 妻 ギ ン らと共 に

眠 っ て い る。

（2 ）震 災復興 功労対象 以 外で 成 富が関 与 した主要建 築

写 真 6　横 浜 社会 館 　出典 　神奈川 県匡 済会 75 年 史

写 真 7　 加 賀町 警察署　　大 村澄江 氏 提 供

写真 8　 戸部警 察署　 　　 　 　　 　写 真 9　 県立 金 沢文庫

写真 8 、同 9 は成 富道浩 氏 提供

写真 10 　 日本赤十字 社神奈川 県支部 　写真 11 　 県立武 道館

写真 10 は 成 富道浩 氏 提供、写 真 11 は 開所式 配 布絵 葉書

（3 ）各工 事 の 概要

  横 浜社会 館
48 ）

RC 造 3F 　 4 ，579   　 　様 式 　近世 式

総 工 費　 458 ，166 円　竣 工 1921 年 5 月　（清 水組 ）

担 当者 　チ
ーフ 　成 富又 三

　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　 　　 　内海 清隆、大谷 清 定、末永 栄之丞

  加 賀町 警察署 49 〕

RC 造 3F 　 2 ，498   　 　様 式 　近世式

総工 費　 221 ，877 円　竣 工 1926 年 6 月 （庄 司組）

担 当者 　チ
ーフ 　成 富又 三

　 　　 　渡 邊元 四郎、貝塚 良雄 以外 不詳

  戸部 警察署
5 ω

RC 造 3F 　 1，546   　 様 式 近世式

総工 費　不 詳 　　 　 　　 　　竣工 1928 年 3 月

担 当者 　チ
ーフ 　成 富又 三 以外 不 詳

  県立金沢 文庫 5D

RC 造 2F 　 649   　 　 様 式　 目本趣 味 を加 え た る欧 風

総工 費 　62 ，132 円　 竣工 　1928 年 8 月 （塩 沢組 ）
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担 当者　チ
ー

フ 　成富又 三 、藤生 満、前田壽
一、祁答院 利光

  日本 赤十＃ ±神奈川 県支部
52 ｝

RC 造 3F 　652   　　　様式 　近世 式

総 工費 　 90 ，000 円　 　 竣 工 1934 年 8 月　（清 水組）

担 当者 　チーフ 　成 富又 三 以外 不詳

  県 立武 道館
53 ）

RC 造 3F 　 2 ，251   　様式 　 日本趣 味 ヲ 中心 トセ ル 近 代式

総 工 費 　174 ，323 円 竣 工 　1936 年 8 月 （三 木組〉

担 当者 　チーフ 　成富 又 三、渡邊 元 四郎 以外 不詳

　 古 くを知 る 元 神奈川 県職員 は、成富 が 関与 した 公 共建 築 を 「成 富

様式 」 と畏敬 の 念 を込 め て語 る。54 ）
しか し以 上 の 通 りデザイ ン が

統
一

されて い る とい うこ とで は な く、セ セ シ ョ ン 風、日本趣味 を取

り入れ た折衷 様式、モ ダニ ズ ム 風 な ど、当時 はや りの 多様 なデザ イ

ン を採 用 し て い る が、い ずれ も時代 を感 じ させ る重厚 な雰囲気 を醸

し 出 し て い る こ と で は 共 通 し て い る。そ し て 最近の 吉 田 鋼市氏 の 学

説 に従 えば、55 〕 こ れ らの 建築 は 古典様 式か らモ ダ ニ ズ ム を結ぶ 広

義 の ア
ール ・デ コ 建築 と呼ぶ こ とが で き る。残念 な が らこ れ ら建 築

は近年 ま で残 っ て い たが、神 奈川 県庁本 庁舎 と日本赤 十字社神奈 川

県支部以 外 は すべ て 取 り壊 され た。

　（4 ）成 富又 三 の 後継 者達

1 ）渡邊元 四 郎

　 渡邊は 1917 年に 東京 工 科学校 を卒業 した後、横 須賀海軍 建 築

部 に 入 り、南洋群 島の 海軍 施 設 の 設 計監理 を 行 う。24 年 に神 奈川

県に 勤務 。 そ の 後 終戦の 年 まで 神奈川 県 に所 属 す る が、43 年 に は

高等官に なっ て い る 。 成富 の 下 で震 災復興事 業の ほ か、加賀町 警 察

等 の 設 計 主任 を務 め るな ど 実務の 中心 技手 だっ た。そ して 成富 が退

職 後の 神奈川 県営 繕を支 えた。なお 渡 邊は 26 年の 神 奈川県庁舎 設

計 コ ン ペ に応 募 して い る。56 ）

　 戦 後 は （株 ） 藤 田組 の 横 浜 支店 長 とな り、1950 年 に 渡 邊建 築

事務所 を 開 設 して い る。1962 年 死 去。現 在 も事務所 は 子 息 の 四

郎 氏 が 引 き継 い で 、（株 ）渡 辺 建築設 計事務所 と して、神 奈川 県 の 中

堅 事務所の 地 位 を保 っ て い る。特筆すべ き は 父親が 担 当 し た加賀町

警察署の 改築設 計 を受注 し、特徴あ る ア
ー

ケ
ー

ド ・ロ ジ ア を忠実 に

復元設 計 し、1996 年に 完 工 させ て い る こ とで あ る e

2 ＞貝 塚良雄

　貝 塚 良雄は 1929 年 5 月 に神 奈川 県 か ら樺太 庁に 転 勤 し高等官
　　　　　　　　　　　　　’
に な っ て い る。既 に 井澗裕 氏 の グル

ー
プ が 「樺 太 庁 技 師 貝 塚 良雄 （1

900 − 1974 ）の 経 歴 と建 築 活 動 」（日本 建 築学 会 北 海 道 支 部 研

究 報 告 集 NO72 、1999 年 3 月 ） と して 樺 太 時 代 の 実績 を 中心

に、そ の 人 生 の 大 要 を発 表 し てい る。

　 た だ 筆者 の 周 囲に は、彼 の 生前 の 人 とな りを知 る者 は 多い 。戦後

樺太か ら復員後、神 奈川 県内 で A ク ラス の （株 ）加 藤 組 の 常務取締

役建 築部 長 と して 活躍 した。同社 の 建 築部 は 貝塚学校 と呼 ばれ た と

言 う。57 ） 1974 年 に 死 去 、社葬 を も っ て 送 られ る。そ し て 彼の

仕 事に 対 す る厳 しい 姿勢 の 思い 出話 か らは、貝塚 は成 富 の エ ピ ゴ ー

ネ ン で あ っ た と の 感 が す る。

3 ）前 田 壽
一

　成 富 の 下で 、金 沢文庫 の 設 計補助 を し た 前 田壽
一

氏 は 戦後 ま で 県

に 勤務 し 、戦災復 興に 貢献 す る。1969 年 に 営繕課 長 で 退 職 し鴻
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池組 に 勤務 した。1988 年 死 去。

5 ．ま とめ

　以 上 の こ と か ら，次 の 点 が 明 らか に な っ た と思 料する。

　第 1 点 目は、大 正 か ら昭和初期 に お け る神 奈川 県の 営繕工 事 は す

べ て 直 営で な され、明治 の 中期以 降に 設 立 された 公 立 の 工 業学校 や

私立 専 門学校 の 建 築科卒 業生 が 中心 的実務部 隊 と な っ て い た。

　第 2 点 目に、彼 らは建 築技手 も しくは助手 とい う判任 官以下 の 下

級身分 で あ っ たが、鉄筋 コ ン ク リート造 の 建 築デ ザイ ン 能力や構 造

解析技術 力 を持 ち、関 東大震 災後 の 大量 の 公 共建築 需要に対応す る

こ とがで きて い る。

　第 3 点 目 に、こ れ ら公 共建 築の デ ザイ ン は、セ セ シ ョ ン 風、日本

趣味折衷 様式、モ ダ ニ ズ ム 風 な ど 多様で あ るが、総 体的に は 明 治期

の 古典様 式か ら戦 後の モ ダ ニ ズ ム へ と繋 げ る広 義 の ア ール ・デ コ 建

築群 と し て と らえ る こ とが で き る。

　第 4 点 目に 、佐賀県 工 業学校 出身の 成 富又 三 は、岡山県、香川 県、

鹿児 島県 を経 て、当時 として は異例 の 1913 年 か ら 1936 年 の

23 年 間に わた り、神奈 川県の 建 築技師 として 建 築営繕集団 を差配

した。その 責任感 旺盛 な仕事ぶ りは知事 らの 信頼 を得て 、高等 官 と

ほ ぼ同 等の 処 遇 を得 て い た。

　第 5 点 目 は、成富 は 県施設 の 設 計監理 の チーフ で あ り、また県営

繕 工 事全般 の ス ポー
ク ス マ ン で もあ っ た。その 峻 烈な部下 の 指 導に

よ り、神 奈川 県営繕組織 の 厳 しい 組 織風 土 と伝統 が 作 り上 げ られ た。

　第 6 点 目 は、成 富の 部下 で あ っ た渡邊 元 四郎、貝塚 良雄、藤生 満、

前 田 壽一らは、それ ぞれ違 っ た 道 を歩む が、戦 中 ・戦後に か けて 建

築営 繕の 世界 で 活躍 して い る。結 果論 で あ るが、成富は 優秀 な建築

技術 者の 人材 養成 を した こ とに な る。
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1）

2 ）

3 ）

4 ）

5 ）

6 ）

7）

本稿 で は 、大正 年 間か ら概 ね 1936 年 （昭和 11＞頃ま で を対象 とす

る。神奈川 県建築 部営繕 課 ：営繕 工 事 の 歩み，p．133 、1969 ．3，に よれ

ば、1927 年 4 月に土木部 が発 足 し、営 繕部 門は内務部営繕 管財課 （課

畏 は 地方事務官 ）へ移 管 された。
拙稿 ；建築 家 ・小 尾嘉郎 の 経歴 と建 築活動 に 関す る研 究，日本 建築

学会 計画 系論文集，第 587 号，p201 ，2005、1，で詳 述。
神奈川 県職員録 1913 年版 巻頭 に、各職 の 俸給表 が 掲載 され て い る。
神 奈川 県 職員録 1913 年版 で は 、「雇 亅 の 身分で 44 名の 技術者 がい

る こ とは 分か る が．土木 ・建築の 区分が 判 然 と しない 。
横浜 貿易 新報 ，1924，10．25 付 け は 「国費 ・県 費 支弁の 職員淘汰 は 他

府県 同 様一中略一土 木課 に 250 名、農 務課 に 40 名 い るの は別 格」

と県 の 意向 を伝 えて い る。
横浜 貿 易新報 ，1924．5．6 付 けは 、「政府 か ら予 算外貸付 金 と して 配 当

され たの は 庁舎 費二 百 五 十万 円 」 と報道 して い る。県庁舎建築 事務

所 長 「鳥井 信］ は 、建築行 政の 分 野 で 功 労者推薦 され て い る。
「震 災復興功 労者調」 の 詳細 な経歴 書で は 、和 田順三 以 下 有村 繁ま
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8 ）

9 ）

10 ）

11 ）

12 ）

13 ）

14 ）

15 ）

16 ）

17 ）

18 ）

19 ）

20 ）

21 ）

22 ）

23 ）

24 ）

25 ）

26 ）

27 ）

28 ＞

29 ）

30 ）

31 ）

32 ）

で の 9 人は 既 に 退 職 、大 森幹 は 死 亡 と記 されて い る。
藤 生 満の 経 歴 に っ い て は 、西澤泰 彦 ：満 州国政府 の 建 築組織 の 沿革

に つ い て，日本 建 築学 会 計 画 系 論 文 報告集，第 462 号，p．187 ，1994 ．1，
及 び 戸 田 建 設 （株）総 務課 の ご教 示。
神奈 川県職員 録，1928 年 5 月 1 日付け で は、藤生 満の 月俸 は 120 円

で あ る が 、同 年 代 の 中 村 常吉は 75 円 、請地 享之介 は 50 円で あ る。
7 ＞に 同じ。
村 松 貞 次郎 ； 日本 近 代建 築の 歴 史，NHK ブ ッ クス ，pp．141 〜144，
1977．10
清水 慶

一
： 明 治 期 に お け る 初等

・
中等建築 教育 の 史的研究，私 家版，

1982 ．4，p．48
神奈 川県立 神奈川 工 業高 等 学 校 ：神 工 70 年史，p5，1981，5
13 ） の 同 書 ，p．4
神奈川県議 会事務局 ：神奈川 県会史第 3 巻，p765，1953．3
13 ） の 同書，p．5
13 ） の 同書，p．6
12 ） の 同書，p．48
12 ） の 同書，p．85
例 え ば 1924 年 に 、短 期 間 で は あ る が 、川 喜田 煉七 郎が 教鞭 を と っ

て い る。13 ） 同 書 ，p、14、ま た 同 校の 卒業 生は 1913 年 4 月 に 文 部

省告示 110 号 で 志願 に よ る 1 年 の 陸軍 現 役 並び に判任 官任用 の 資格

が 与 え られ た 。13 ＞ 同書，p．7，
埼 玉 工 業大 学、日本工 業大 学、中央 工 学校、の ホ

ー
ム ペ ージ。

「震災復興 功労者 調」 に 記 載 され て い る 施設 で 、こ こ に挙 げた もの

以 外 に各種 学校施 設 と記述 は あ る が、特定 されて い ない 。
工 事概 要は 、横 浜市 ：横浜 震 災 復 興 誌 第 3編，pp．755〜764，1932 ．3，
担当者 は 7 ）に 同 じ。
神 奈川 県建 築部 営繕課 ：営 繕工 事 の 歩 み ，p．111，1969．3，で は 「偉大 な

るワ ン マ ン 」 と して 震 災 復興 期 を 取 り仕切った男 と して 紹介 され て

い る。また生前 の 前 田 壽
一氏 、元県 都 市 部 長 藤 本 圭佑 氏 ら複 数の 元

神奈川 県職 員が 成富 又 三 と言 う偉 大 な先 輩 がい た こ とを語 られ る。
なお 本 節で の 成 富の 経 歴 に 関す る事 項は 特記 な き限 り 「震 災復興功

労調」 を根 拠 と し て い る。
成富道 浩

・一
美 両氏 （又 三 の 孫） の 証 言

佐賀 県立佐 賀工 業高等 学校 卒業生 学籍簿

7 ） に同 じ。
26 ＞に 同 じ。
25 ）に 同 じ。
神奈 川県議会事 務 局 ； 神奈川 県会史 第 3 巻，p．859，1953．3，神奈川 県

告示 第 147 号で 1913 年 （大 正 2 ）6 月 10H ，神奈 川県知事
・
大島

久満 次が開 庁を宣言 して い る。
石 田 潤

一
郎 ：都道 府 県庁 者

一そ の 建 築 史的 考察，思文閣 出版，1993 ．5，

p．325、及 び、堀勇 良 ；横 浜の 建築家，横浜・建 築 と都 市の 100 年，p．62，
横 浜市，1989 ．4
7 ） に同 じ

33 ）

34 ）

35 ）

36 ）

37 ｝

38 ）

39 ）

40 ）

41 ）

42 ｝

43 ＞

44 ）

45 ）

46 ）

47 ）

48 ）

49 ）

50 ＞

51 ）

52 ）

53 ）

54 ）

55 ）

56 ）

57 ＞

社 会福 祉 法人 神 奈川 県匡 済会 ： 神奈川 県 匡済会 75 年 史，p．488 ，
1994．12，に は佐野 が 計画 段 階か ら顧問 と して 指導 した こ とが．また

「横 浜貿易新報 」 1921 ．5 ．10 付 け の横 浜 社会館 落成式 の 記事 に 「成

富技 師 の 設 計監 督 と佐 野工 学博 士 の 意 見 に 成 っ た 鉄 筋 コン ク リ
ー

ト」 と紹介 され て い る。
横浜 市 ；横浜震 災誌第 3 冊，pp ．28〜31，1926．ll
横浜 市 ：横浜復 興誌第 4 編，p．476，1932．3
24 ）に 同 じ。
2） に 同 じ。pp．200 〜203

官 吏進退記，1926 年 版 に記載 され て い る。神 奈川県 立公 文書館 所蔵

日本 建築学会 ；建 築雑誌，巻末本 会 記事 ，p．182，1926．2，に 桑原 栄治

や武 藤清 ら と共に 成 富又三 の 名 前が掲 載。入 会規約 は 日本建築 学会

定款 第 15 條 （1923 ．2．28，改正 ｝。
例 えば 「横浜 貿易新報」 1926．6．13付 け に 、「建築工 事行 悩む、成富

技 師談」 との タイ トル で 、入札 不調が 続い て い る こ とへの 談話 が載

せ られて い る な ど、同紙 に 成 富の 名 は た び た び 登 場す る 。
神 奈 川 県 職員緑、1917，1918 、1919 ，1924 ，1925 年版

24 ）、25 ＞ に 同 じ。
「横 浜貿易新 報」 1926 、6．27付 け

24 ）に 同 じ。並び に渡邊 四郎 氏 の証 言

官吏進退記，1936 年版、神 奈川 県 立 公 文 書館 所 蔵

日本 建築学会 会員住所 姓名録 1941 年版

25 ）に 同 じ。
社会 福祉法人 神奈川 県匡済会 ： 神奈川 県匡済会 75 年 史，pp．68〜70，
1994．12
横 浜 市 ：横浜 復興誌 第 4 編，p．501 ，1932 ．3
横 浜 市 ：横浜 復興誌 第 4 編，pp．505 〜506，1932．3
神奈 川県立金 沢文庫 ： 金 沢文庫復 興 30 年 史，pp ．6〜7，1970．9，ま た

県 立 公 文 書館 所蔵の 入札執行伺 原議 に 、成 富、藤生 ら の 印が ある 。
日本赤十字社神 奈川 県支部 ： 100 年 の あ ゆみ ，p．61，1989、1
神 奈川 県 ； 武 道館概 要 （竣 工 式配布 資料），pp ．3〜5，1936．11、11，神

奈川 県 立武道 館所蔵

24 ） に 同 じ

吉 田 鋼市 ； ア
ー

ル ・デ コ の 建 築，中公 新 書 ，20052 ，pp．16〜21

渡 邊 四郎 氏 の 証 言

（株 ）加 藤組 副社長 ・高 田 照子 氏、同社 元常務取 締 役 ・矢野 文 保氏 の 証

言 。両氏は 貝塚 と長年 仕事 を共に して い た。特 に矢 野 氏は直属 の 部

下 と して 、そ の 仕 事に 対す る姿勢 の 厳 し さを 学 ん だ と語 る。

〔2005年 3 月 7 日原 稿受 理，2005年 6月 2 日採 用決 定）
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